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茨木市産業活性化プロジェクト促進事業補助金　事業計画書（事業概要）
	団 体 名
または事業所名
	いばらき●●●●まちづくり実行委員会

	事 業 名
	阪急エリア　パン屋さんマップ作成プロジェクト

	事業の目的
	阪急茨木市駅周辺にあるパン屋さんの認知度を高める。
また、パン屋さんを訪れたことを機に、周辺にある他の店舗のことも知ってもらい、地元の小売店で買物をする人を増加させる。

	事業内容
	 〇阪急茨木市駅周辺にあるパン屋さんを紹介するマップを作成する。
各店舗を訪問して掲載の許可を取るとともに、掲載内容について打ち合わせを行う。掲載は１０～１５店舗を目標とする。
・作成部数：２，５００部（予定）
・掲載内容：所在地、連絡先、営業時間、定休日、セールスポイント、
店舗写真、一押し商品、クーポン券（任意）
〇作成したマップを、掲載店舗及び商店街の協力店舗で配付する。
また、駅や市施設にもラック等への配架を依頼する。
・配付時期：〇月頃～
　

	事業期間
	令和　〇　年　〇　月　〇　日 ～ 　令和　〇　年　〇　月　〇　日

	実施場所
	　阪急茨木市駅周辺

	総事業費
	             〇〇〇,〇〇〇　円


茨木市産業活性化プロジェクト促進事業補助金　事業計画書（PRポイント）
	(1) 公益性
	· 市民に喜んでいただける点や、事業者のメリットにつながる点　など

市民にとっては、今まで知らなかった店を知り、茨木のまちを歩くきっかけになる。パンは比較的単価が安く、複数の種類があるので、期間限定など珍しいパンを購入したり、同じ種類のパンを各店舗で食べ比べたりと、楽しんで参加してもらいやすい。
事業者にとっては、店の認知度の向上につながる。また、参加店舗を訪れた人が、周辺の店舗にも立ち寄る機会にもなるので、参加店舗だけでなく、エリア内の個人店全体への効果が期待できる。

	(2) 計画性

実現可能性

	· 計画の準備状況、実施体制、資金計画　など

事前に駅・商店街周辺のパン製造販売店に聞取り調査を行い、うち５件からマップ掲載の内諾を得ている。パン屋の情報収集やインタビューは、〇〇大学〇〇ゼミの学生にご協力いただける。
また、実行委員の中にはデザイン業者もいるので、マップのデザインは費用がかからない。印刷はプロジェクトに賛同する市内業者に発注できることが決まっており、経費が抑えられる見込みである。

	(3) 新規性
革新性
独創性
	※これまでの市内での取組になかった点や、改善・充実した点など
前回は学生向けにラーメン店マップを作成したが、今回は地元で買い物をする機会がより多い主婦・高齢者をターゲットとしたパン屋マップを作成する。また、現在、市内の人気のパン屋を数件紹介しているWebページはいくつかあるが、多くの店舗を一覧でみられるようなマップはないため、インターネット環境のない方や色々な店を回りたい方にニーズはあると思われる。

	(4) 継続性
発展性
	· 今後、取組をどのように発展させていくのか　など
今回のマップ利用者数が多ければ（配布数・クーポン利用数から推測）、参加店舗から協賛金を募り、景品付きのスタンプラリーイベントにするなど、より大きな経済効果が見込まれる形態に発展させる。また、Web版のマップも作成する。さらに、今後もアンケート等によりまちを訪れる人のニーズや動向を調査して、他業種（カフェ、雑貨屋等）のマップ作りも検討する。

	(5) 地域活性化への波及効果
	· 市内産業や地域経済、地域のにぎわいへの影響・効果　など
マップに掲載されたパン屋をめぐることをきっかけに、エリア内の店舗を知ってもらうことによって、市内の小売店で買い物をする人の増加や地元への愛着形成につながる。また、店舗にとっても来客数が増えるとモチベーションが向上し、新商品の開発や新たな取組が生まれることも期待できる。これらのことから、このマップ作りが地域経済の活性化につながると言える。

	(6) ＰＲ事項
	· 上記項目以外で、特にＰＲできることがあれば、お書きください。

昨年実施した商店街来訪者アンケートの結果から、地元で買い物をする機会が多い層は高齢者・子ども連れの主婦であることが分かり、その層から要望の多かったパン屋さんをマップ化することとした。
調査結果に基づくプロジェクトであり、前回以上に経済・地域活性化への効果が期待できる。
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